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は

人_

理
に
含
贵
机
る
全
て0馨

.に
_っ
卩
^̂
 

:
て

蒜

し

、
好
ま
し
い̂
^
か
^
の
傭
差
を
修
芷
す
る
よ
ぅ
忙
ト
ッ

.プ

.'

. 

.'.
マ
.̂.丨
ジ
メ
ン_ト
に
忠
贺
ず
る.要
約
書
.で
あ
.る
.

」

-
と
し
.て

い

る
'0
そ
の 

他 J
u
a
u
s
,

 

p
e
r
s
Q
l
m
e
l

 

M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
.
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k

CJ
l
e
y a
n
d

 

W
h
i
t
m
o
r
e

s'
al
xIndustrial Relations H

a
n
d
b
o
o
k

 
等
何
れ 

.
.•
■
も
同
樣
な
趣
旨0
繁

规

定

を

疗

ク

セ

：い
：.る

:?
.

:

::
::
;
.
v 

.'
'■■
:.
'」

こ
れ
を
要
サ
を
に
：、
'
:

ご
れ
ら
注
藪
な
諸
文
献
:0
述
^
る
と
と
ろ
を
線
合 

す
を
と
。
勞
務
監
査
の
#
點
は
次
の.四
勡
r
歸
す
名
も
め'と
；考
え
ざ
れ. 

V: 

'る
.
o 

.
す
な
：わ
ち
、：

(

..
1
0そ
れ
は
# :
務

.#
理
办
.
.
^
^
を
適
確
な
も0 '
'に
す
る 

■:

ハ.た
め
に

行
わ

れ

奮
期

的

な

事

鑛

討

ぞ

,f
e
る
こ
.と
、
C
2

)

監

查

：の
：
範
圍
ー 

.

.•
ば
氣
管
理
め
金
龈
面
に
わ
た
务
之
^
畜
則
と
し
て
い
る̂
と
、
-'
.!'
-
' 

効
果
の
測
定
は、
' 勞
激
管
理
の.各
都
面
の
：管
理
の
機
能
發
揮
度
の
測
定
に 

、

.：
よ
る
か
、
故
は
そ
办.に.用
扒
ら
.れ
>
<
^
と̂
そ
れ
か&
生
ず
る
と
推
定
さ.

一
 

'れ

各

證

と

：の
比
較
に
^
::
5
ぅ
と
.し
$
い
を
：;£
:
.と
、
”

(

4)

そ
の
：繁

は

ト 

■/
■ッ
ブ：.

て
.マ
ネ
小
沙
ル
ン
ト
に
書
類
で
報
霍
れ
、
：
勞

今

後

の

.歆 

:

:善
，の̂

め
'の
基
礎
と̂

れ
る
.も
.の
で
あ
る
と̂:
.
.な
ど
で
あ
：る
。
そ
し
て 

.
こ
.こ
で
特
に
留
意
し
な
メ
^
は
な
ら
故
い
匕
と
は
ヶ
ナ 

營
で
こ
の
よ
ぅ
な
制
览
が
旣
に
あ
る

.程
度
確
立
し
て
い
：る
と
い
ぅ
こ
と 

は
、
實
に
炙
の
三
っ
の
一
般
的
經
營
條
件
が
ー
膘
軌
道
に
の
っ
て
い
る
こ 

,
■•
:■
.勞
務
監
耷
め
：理
 4:':: 
'

:

:\
:

.'

..
_
.
:;
:
'
' 

-

，■
■

と
を
.重
要
な
前
提
と
し
，て
'
Vる
こ
と
..に%-
と
0
く
.:̂
考
え
ら
れ
る
の
で
あ.
 

つ
て
:'
v
す
な
わ
ち
、$

)

勞
務
管
理
が
旣
に
.
|
膘
體
系
的
ぃ
に
整
備
運
營
さ 

;'
-

,

て̂
.い
る
匕
と
、

々
度
が&營
の
全
部
門
を
と
ら
'え
る
ま

.

;で
.
發i

B
、：

ヘ

議

管

理

に

，
っ
：ぃ

で

も

重

要

な

勞

務

制

度

別

に

人

事

豫

算 

統
制
度々

(

p<3
>

*-
ig
o
.s
i
i
e
l 

Imdge-b control: syste 
日〕
が
整
—

さ
れ 

.る
に
至
つ.て
.い
る
こ
と
、.

(

例
え
ば
：敎
育
訓
練
制
民
に
つ
.い
て
.
は

、
.：
ト

ゥ

レ
ー

ニ

ン

グ
_

*

.

nス.■ト
が

算
定
さ

.れ

S-

一
、.̂、
.ト
ゥ
..レ
ー
一..ソ.グ
'の
成
果
.
. 

.':v:

の
金
餞
的
評.價
も
：行.わ
.れ
.

て
.：

い
る
：し
、
へ
支
た
勞
働
炎
害
.忆
：つ
，
い.て
.も
安
垒 

コ
ス
：ト
計
算.於
ン
か
な
り
廣?.
<
:衧
わ
れ
.て
1>
る
こ
:^
ぼ
：周
知
の
通
り
で
ぁ.
 

:
-.
.る)

？
：：
 

.

(

'3)

.經
營
管
理
組
織
：
^-
つ
い
：て
も
、
へ
メ
タ
ラ

:
•

.ア
ン
ド•
ラ
十
ン
：
 

ノ
制
度
が
十
分
に
確
立
運
營
さ
れ
て
お
り
、
ー̂

^
管
理
に
つ
い
ャ
も
最
高
經 

:;■
.營
者
が
：だ
れ.に
最
高
の
寶
往

4

重
大
.な
關
心
と
を
も
ち
、
'::勞
藝
目
理
部
門 

は
ス
タ
フ
部
門
と
；し
：て
セ
れ
わ
從
屬
し
、
，報
告
制
度
ネ
軌
道
づ
け
ら
れ
て

. 

い
を
こ
と、
re
lb
^
o
'
'
x
'.
-
.
'
'
v
^

*
' M

e
e

 (

e
s

 ̂

ditt? p. 1077，
:

.
•
.
: 

.

.

. 

.

.

'
 

.

.

.

. 

, 

.
.'
•
.
.
.

® 
日
e
nch
. 

d
.舊

，
 

/
>
.
'
:

.
:

;
v

 V
:

 

一.

 

.f 

入
 

：

..

■•
:
'

,

勞
務
監
查
は.右
、の

ょ
.:
$
な
.意
義
を
も
つ
：も0.
と
ざ
れ
て.い
る
の
で
，ぁ
る'
 

が
、
.そ
れ
を
實
施
す.名
た
め
の'實
際
J：
:の
.方
法
と
手
續
と.：に
.つ
：.
い
て
は
ア 

メ
リ
.沩
文
献
は
兄0.
ょ

ぅ

に
.4
|

^
て
い
る
で
あ
ろ
ぅ
か
。
諸
交
献
を
綜
合 

、

す
る
と
、
方
法.お
ょ
び
手
續
七-L
,て
：

1

股
に
次
の五：.

つ
の
：問
題
が
と.り
上
. 

げ
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
'；
'
'
'
；v
a
.監
査
機
關
の
問
題
、
：
b
.
監

査

の

範

圍

:

H
三
：
.
' c

三
七
七)

'



:¥
田
寧
會
雜
認
；；
7
第
0
十
：：八

樣

：ぐ
^
^

)
：：

(
監

查

項

1

ク

沁

藍

淹

潰

施

§
勝

_

:

4

監

查

；
の
.資

料

_

徵

的

手

續

:'
:
"
:
.
:
ハ 

:©
:
:^
蜜

養
©

_
1:
.バ
ド
..ッ^

‘ポ
ず
ネ
沈
炎,

ン
，
由

〈

办

^̂

祀)
、
•で
あ
る
。
次
に
こ
れ
ら
五
つ
め
，
項
目

.に

つ

い

て

，、

諸
文
献
に
述
べ 

ー
：
.
^
れ

，た
7.
メ
：
ゾ

说

め

寶

情

^-
具

よ

^
:/
'
'-
.
\、'
v
;.'
:';;:
、
v:
'
v;
v
; 

i
.
,■
. 

㈨
勞
務
監
査
機
關
の
問
題
.
現
在
ア
メ
リ
ヵ
で
は
駿
査
機
關
と
し
て
、

.

.金

會

黎

寒

遵

荖

、

：；_
)

一：翁

醫

..窺

^
^
^
^

.ト)

、
或
は
大
學
、

硏
绝
所
な
ど
の
外
部
機
關
に
よ
る
監
査
、
：

(

3)

外
部 

ー
機
關
と'«
社
と
命
共
同
啐
よ̂

靡
©:
3
.
.つ
め
|

淚
行
お
れ 

そ
：の-

5-

現
狀
涫
は

|
e
M

に
よ
る
自©
楹
-
が
約
運
五̂

^

部̂

に
-̂
各

多
;;
: 

め
が
約
：lfe
v
®-
^

#

社

と

外

部

%
と
な
つ
て
い
る
が
、
し
か
し
會
社
の
み
に
よ
る
も

.の
、
並
び
に
外
部
の 

:

み
^
よ
.る
も
の.：.は
：、

(；

何
れ
も
~*
廣
1
察

あ
^
、
し
た
が
泠̂

部
と
鲁
社
と
の^'
同
に
，
よ
る
監
资
が
|
1
^
7
^

望
ま
し
..い.も
の
.で
.あ
.る
.と
_さ
れ 

-て
お
り
、
人
事
部
長
を
委
員
長
と
し
：て
、
ニ

.
>れ
ら
外
部
の
も
の
ハ
を
.入
れ
た
：
. 

.公
式
の.監
査
委
眞
膚
墓
跃
け
：る
.专
こ
が
好
ま1
い
と
^
.れ
て
い
る/:
0
^̂
^̂

.'■
'
(b
)
監
査
.の
：範

圍
A
監
奢
項
目

)

^
に
監
査
の
範
圍
が
つ
い
ダ
ノ
ミ
-
は
ド 

勞
務
管
理.め
金
部
面
に
亙
：る
こ
と
；が
望
ま
シ
い
と
し
て
い

.る
が
、
..
.ス
.
.コ
：ッ
'
:
.

:

ト
等
は
次
の.よ
ぅ
.に
^
.、へ..て
い
る
。「

完
登
な
ォ.
丨
，デ

.ィ 
'ヅ
'
 
ト
で
あ
る
.た 

め
に
は
'
"
:瀹
然
人
事
管
理
の
機
能
ぬ
金
部
面
に
亙
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
ィ 

「

:1
.實
際
問
題
と
し
て«
重
耍
な
項
芎.
.例
尤
ば
、
實
金
管
理
、
モ
；ラ
ー
ル

、'.
.
:
. 

霧

給

源

、
缺
勤
な
ど
の
.み
.に
'.限
る
場
合%:
あ
る」

と
:.
°
ま
た
.そ

の

他

の
,

,
 

:
.
■■
:
.
V 

•
ホ
*
:
. 

. 

.... 

.... 

.

/■' 

:■ 

*

女
献
例
え̂

M
.0
'a
u
s等
の
述
ベT-
い
る
.と
;̂
-
ろ
を
綜
合
す
石
と
、
.'"
.⑴
項
.
: 

目
を
體
系
的
に
取
上
げ
る
こ
と
が
原
則
と
し

..て
望
ま
し
ぃ
が
、(2
)
し
か
し
.
.

ベ，：:
、
て
：
ょ
；
ヤ
亦
_

^

^

,

^

の

雙

0'
問

題

：は
賓
施
：の
時
期
4

密
接
に
關
係
が

」 

あ
る
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
。

.

.

..*Scott,〈clothier a
n
d

 S
p
r
iegeL 

ditto. 

r
t
_
. 

226.

*

*
.C
H
p
c
i
u
s

v»
p
<3
>
r
M
0
1
m

<I
>
i
M
a
n
3
g

<J
)
mCI
>
I
l
t
> 

p. 614.

"

V .

次
に
、V
勞
務
監
査
の̂
查
項
離
と
じ
や
は!)
.
*
•.,

ョ
ー:プ
L 

^

^

A

M
 

ヤ̂

:0.
ァ
メ
^
*經
餐
者
協
会:^
办
講
演
で
提
汞
し
：だ
も
の
が
多
<
の
文
献 

に
轉
載
:$
れ
て
い
：る
が'-
:
-
'と
れ
を
示
せ
ば
次
の■よ
ぅ
.で
：あ
る
。

勢
輪
監
查.項
目
表
.
.

C

ョダー敎授案

)

'
:
:
:

::

,
.(1
)
蕾

議

表
'

.

:

.

:

”

：

.

-;
:
:(
2
)管
趣
方
策
：
::
\へ
、;
-,
:

.

.

.

■■
::こ
へ
，
1,
管
漣
;'
0
.形
韻
，'2.
作
業
時
間
、
：
3.
從
業
員
の
組
織
：..

.

⑶
勞
務
資
料
概
要

 

:

.

.

一.
：七
古
記
廣;@
:別
從
業
負
敷/(

性
、
：人
稹
、-'
-
'國
籍
、
：.宗
敎
、
：
‘

;
'
A-.
,
''f
f
l.;
作
業
別

'々勤
资
年
限

)

'
,ぐ
^

■
.

.

..,
:
:2.
左
記
:0
平
埒
最
高
及
び
最
俾
賃
.金
,'(

性
別
、ー
：年
齡
、
所
屬
、
作
業 

.
:
:
'
;
®
JI
J
-'
.
'
.勤
務
年
限

)

ソ

:
/
_ビ

''
:'
-
.

「

：

■

⑷
M -
用
主
に
.；對
す
るs
ii
者
の
'關
係
.
I..
.
:-;
'
.
.
.

.

.•1
雇
傭
者
め
姐
織
、
錡
圍
、
制
限
、
効

力

.

.:
•

、2.
團
體
：交
渉
、3.
仲
裁
、
4,
勞

粗
:■
■

, 

.'

(5
)
勞
货
部
.
,.

:1.
採
用
課
：C

促
給
先
、
画
接
、

.

智
能
檢
査
、

：

，メ.ン
タ
ル
テ
ス
ト
、
作 

槳
テ
ズ：：
ト
、
：
身
體
檢
趣
、
配
氍
.、
«
用
記
錄)

.

-

:

-2
.敎
育
及
び
訓
練
課
，

(

敎
育
の
方
：法
、
；
豫
備
講
習
所
、
職
場
學
校

、
:
.
.

一.
.職
長
訓
練
、..
ァ
メ
リ
力
國
民
化.、
，
素

內

，容

、
授

業

出

席

率

、
■職 

:

;
場
新
聞
、
訓
親
記
錄

)
.

，
：,

'

.

.
V
.
.
,
- 

:.
3.
保

健

課(

定
期
身
髖
檢
查
、

，

齒
科
及
び
眼
斯
檢
查
、
■'
衛

生

、
.
.
安 

.

...
全
、
：，
共
濟
組
合
、
へ
健
康
記
錄

)

.
•■
;
■〉

,

.

'
 

V
.

(

:

4.
人
事
厚
生
課
へ

(

昇
進
、'轉
勤
、
：
遲
刻
、
能
率
記
錄
、

.
能
率
評
價
、

.へ
奉
仕
及
：め
社
會||業
、'
レ
>
;,>
;

.-—

ク
ラ
ゾ
：、

人
事
，厚
生
記
錄
ソ
：

:
::
.
5.
.硏
究
課
-:
;
'

(

硏
究
幹
部
、，
施
設
、
，範
圍
及
び
制
限

)

:■
'
;
.
/
'
:

'
(6
)

職

務^;
'
析
.

.

.

:

’
1.
職
責
、
;2
.
-作
業
の
；性
質
及
び
條
件
、
3.
:機
會
ぐ
;4
;
資
格
、.;5
.職
員
：：
：
 

.

の
特
牲 

.

.
(7
)
社
會
硏
究

1.
從
業
貝
の
供
給
、2.
社
會
施
設(

住
宅
、
交
通
、
事
業
一
般
、
敎 

育
、
レ
ク
リ

H

丨
シ
ョ
ン

)

3.
生
活
費(

食
歡
、
衣
服
、
住
居
、

雑

費)

.

.

.

.

.

..

.
,

.

-

'
:
.-(
8
)霧

員

移

動率
、
；ぐ
：

V.::"

:'
\)

へ

卞

記

.頊:1
別

：
の
：移

動

率

表

及

^

勤

身

年

限

表

ー

^

籍
、
M

M
箇
所
、り
職
：廣
、
；
：馨

技

能

の

.德 

箇
所
間
及
び
地
域
の
此
較

)

‘ 

.

y

t
 

:
:
v(c
)
潰
雛
の
#
期'-
,
'監

査

湯

時

實

施

が

の

皞

覜

の

農

忙

つ

い

て

へ 

红5
:

ミ
■丨
敎
獴
に̂
れ
ば
慕
り
看
計
囊
末
ね
行
令
の
^
1)

番
法
ぃ
^
;::
/
- 

へ
し
ャ
ぉ
り
、
：
^-
ーー̂
が

荽

意

知

疋-1
>
允
负
秀
ソ
然
し、
：；
^
¥

'.■•y

と
_

:

1驗
は
.行
-5
'
べ
き
.で
.あ
る
：が
分
全
面
監
査
は
'|
1
年
と
：し
、
：特
定
ヨ

勞
務
監
奩
の理

論

.

< 

■ V

•
.
め
，重

要

部

面

：に
つ
：
い
，て

は

年

ダ

行

う

こ

と

が

實

際

に

則

し

て

い

る

と

述

べ

へ
：
::
;-
:要
ず
る〗

&

上
が
ァ
メ
：
リ
：ヵ
.の
：
一

：

殷

狀

態

で

、
必
ず
し
も
定

ま

つ
た

ル 

t
ル
；は
な
い
と>>
克
.る
.が
、：.し
.か
し
そ
れ
が̂.
ん
ら
か
の
員
貞
に
定
期
的 

:

で
あ
る
.と
い
う
點
が
必
要
で
あ
ち
：う
6 

.'■

.げ 

•
'

(
.
：.§

監
聋
の
資
科
セ
具
體
的
方
法

V

監
崙
に
用
，，い
る.べ
き
罾
㈣
と
し
て 

人
'
,..
は
、i

献
を
^

I

す
：る
と
太
要
次
の.

m

種
類
が
用
い
ら
れ
て%
り
、
' こ
：
 

ベ

机

ら
.の
資
料
に.應
じ
.て
特
定
，
の

真

體

的

方

法

が

甩

>
ら
れ
て
.
い

る
。

.

.

..
''
.ー⑴
各
種
の
義
統
計
ノ
⑵
特
定
の

-チ
エ
ッ
ク
リ
ス
ト
”
⑶
各
種
の
態
度 

調
查
或
は
モ
’
丨
ル
サ
ヴ
ェ
ィ 

一
：

.

(7
)
澇
務
統
計
に
よ
る
方
法
、
.：こ
れ
は
旣
に
勞
務
管
理
の
各
部
面
に
亙
つ 

て
作
ら
れ
て
い
る
旣
成
の
統
計
を
整
理
し
て
、
月
次
統
計
比
較
表
を
作
成 

:

:
,-
-
:
-
.
#
¥

方
法
が
用
：い
ぢ
れ
て
'い
：る
::
°:
:例

ぇ
ば
、.歡
動
率
.の
：期

麗

較

、
缺
勤 

'
:
:
:
/
:
0

部
門
冽
溯
間
此
較
、
：提
案
提
出
の

.比
較
、
：訓
練
實
施
狀
況
の
此
較
、：
安 

全
教
育
の
葉
會
囘
數
、
人
員
等
の
比
較
表
な
ど
が
こ
れ
で
あ
る
。

:
.-
'ソ:'
_
が
體
系
的
に
整
備
弃
て^.
务
か
^

3

4を
：摭
射
す
石
め
に
用
い
ら
.，

:

,

:

第『

.衰
は
澇
藤
管
理
め
各
項
目
の
實
避
诞
め
事
馨
量
亂
織
的 

に
行
う
だ
め
に
用
い
ら
九
て
い
る

。

.

.

タ
：
.:
:: 

:
& )
■
業
■
態
夜
調
査
：，
i

述
め

：：

ょ
う

；;5
-

,態
度
■
蜜
ば
^
^

-に
^r

い
..て
も
か
.な
り
關
心.を
も
た
ら
し
て.い
，る
と..こ■ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ.

て
い
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

 

，

.



:.:
:パ
一
裔
藥.#
雜
.誌
;'
:
.
'
 ̂

I

.i
::、

.

.
ご

の

，こ
と
は
、
■

.次
の
.ミ
I
敎
授
の
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
自
ら
一 

明
か
で
あ
ろ
う
。.す
な
わ
ち
，

「

從
業
員
態
度
調
蜜
、
-又
は
モ
，ラI
ル
•
サ

’
.. 

丨
ヴK

ィ
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
择
業
員
が
、
そ
の
職
務
監
膂
者
、

： 

.
會
献
％
經
營
幹
部
、
.及
び
會
社
の

：

方
策
に
0
.VV
て
ど
う
考X:
て
：い
る
和
女:

 

發
見
す
る.：ー：
つ
：0手
段
で
あ
る:-

0

そ
办
ば
、
從
業
真
の
仕
事
に
：影
響

^-
:
與

，
；ソ 

ァ
先
る

谷
種

：の
要
素
に
.

對
す
る
從
業
員
の
：反
應
を
知
る
！

^

セ
：̂
る
。
一
於
が，

..
■:
-
 

ら
そ
れ
は
勞
務
監
资
：に
缺
く
こ
と
の
で
き
な
い
部
分
と
な
つ
て
お
り
、
丑 

、:•
■

ジ
從
業
負
の
眼
書
：み
た
場
合
、
：

#
社
勞
務
制
度
が
ど
の
程
度
复
で
ぁ
.
： 

る
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
-と」
.
0 (M

e
®
i
e
i
d
.

 p.. .1114.) 
■ 

- 

(e
)
ト
ッ
プ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
へ
の
報
告
：
ス
コ
ッ
ト

.は
、
，
ト
ッ
プ
マ
ネ 

I

ジ
メ
ン
ト
へ
の
報
告
に
つ
い
て
.次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「

こ
れ
に 

」

は
格
別
の.ル
y
ル
.は
.な
い
：が: ?

.

少
く
と
も
次
め
項
目
を
含
む
も
•
で
/ f
く

，

,

) 

て
は
な
ら
な
い
。

.

(1
)
內
容
の
目
次
、(2
)
目
的
£
關
ず
?>
灣

な
1
;、
(3
)
要
約
と
結
論
、
：：
(4
)

■.各
琪
目
別
の
報
街
、
.：.(5
)
要
約
.：9|
聲
約
：と
結
論

」
;
.よ

り

完

全

*
も

の

)

,

パ
(6
)
麗

_
:

(

主
.;2
:
:ル
て
關
®

針
> 
態
度
調
*
の
.結
莱i)

J

 

_
と
。

.ペ

* 

Scott s
d
o
t
h
e
r
s

L.bid. p. 

2
2
8.

V
'.

ー-
:.
.へ

：
：
三'^ .

_

.T
メ
リ
力
：文
献
に
よ
：る
勞
務
監
查
：の
意
義
と

^
法
.
と

ば

槪

ね

右

：
の
：
よ
：\

(
レ 

で
あ
^
が
、

こ4

に
よ
つ
て
明
か
な
よ.う
に
，ア
メ.认
_:力
の
研
毙
に
お
い
て 

■%
勞

務

監

査

の

本

質

的

な

モ

メ

シ

ド

を

^

勞

務

管

理

薩

度

の

氣

の

適
 

#:
な
測
^

っ
ま
0;
勞
務
管
理
目
的.の
具
體
的
達
戒
德
览_の.檢
證
^
ぉ
^

.
:
.
:■ 

■■
'...,..

.三

六
'.
:
'(

三
八
0
>

て
い
る
こ
と
は
明
か
で
あ
り
、

•し
た
が
つ
て
監
査
方̂
に
つ
.い
て
ふ
、
監 

'
查
範
鼠
は
原
則^
し
.て
.金
部
面
に_瓦
る
.も
0.
と
じ
て
い.る
の
で
あ
る
。'し 

;/
加

り

交

す

れ

ば

、
：
：
勞

證

蜜

女

理

論

的

に

基

礎

づ

け

；る

べ

き

第

.

ー
の
要ft
- 

,'
■
は
、
；勞

馨

理

そ

の'.
%

の
め
：目

標

を

、
.：
勞

務

疆

度

と

；
：の
關
連
に
杈
ぃ
て 

'
具
ft
的
に
明
確
に
す
る
こ
と
.で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

V
け
だ
し
•こ
.の
點
を 

明
か
に
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
の
.
み
勞
務
藍
查
の
：職

能

で

^-
る
勞
務
管
璉
，の 

■■
■
目
的
達
成
度
の
具
體
的
響
が
可
能
と
な
り
得
る
が
ら
で
あ
る
。

し

か

る
:

 

に
ア
メ
リ
ヵ
文
献
で
は
、
た
だ
：に
勞
務
監
査
の
、

^

^
に
つ
い
て
だ
け
で
.な 

く
、.こ
れ
を
離
れ
て
一
般
时
：

g

見
.て
.も
8

目
：理

目

的

と

勞

務

管

理

を

構 

'•
:
:

成
す
る
：勞

務

諸

&

^

と

0

1

.

に
っ
い
て
：
理

論

的

に

ま

明

1>
た

も
0 -
は
殆 

-i
'
見

ら

れ

な
V

:

し

た力
：
.つ
..て
-
一
1
節
に
^

し
た
^
.
ぅ

^
.
チ

ュ

.ッ

.
ク

リ

ス

ト
 

■

に
：ょ
：
づ
.：て
勞
務
^

^

の
：整

備

狀

態

の

如

何

を

檢

討

す

る

と

'1
>
て
も
、
標 

準

と

な

る

ベ

き

^

^

度

.リ
；次

ト

自

身

が

極

め

て

常

識

的

羅

列

的

な

も

.の 

に
す
ぎ
な
い
し
、
し
た
が
づ
て
じ
の
ょ
ぅ
に
常
識
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
：

、を
も
つ
金
體
，と
し
て
の
雲
管
理
そ
カ
ゼ
^
の
効
果
測
定
と
な
り
ぅ
る
か 

否

か
,%
3

1
的
.に
，は
保
视
さ
れ
ぇ
な
ぃ

」
j

と
.に
'な

る
0

故

：，に
^

^

監

査

理

.

へ論

の

：設

定

：の
た
め
に
^
:
:
:先

ず

勞

務

管

理

の

目

的

の

具

體

的

把

握

と

、
そ 

れ

に

も̂

つ
い
て
勞
務
管
理
は
如
何
な
：る
勞
務

1

度

か

ら

構

成

さ

れ

、
，
 

ま
た
構
成
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
：か

.の
：理

論

的

解

明

水

出

發

戰

に

お

い

て

行

.

. 

わ
水

な

く

：て

は

龙

方

な

い
\0
し
か
し
こ
：の
問
題
に
つ
.い
て
は
旣
：に

勞

馨.
 

理
.の
1
.般
的
趣
論
と
し

て

拙

熱

む
.お
い
.て
。1
:霞

明

し
.だ
と
こ
：ろ
で
あ
る 

■が
ら
、
-.
'
.
-こ
へ̂

.
は
f

し
、
：
藍

査

理

論
に
必
要
：な
跟
り
：に

お

い

て

そ

の

要

：

•
:'
黠
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
で
.あ
る
，
.

.

.

•
.
リ
.

.

.

.

(

1)

#

^

管

理

：の
目
的
は
：、

：

企
業
經

營
の

：主

體

が

、
.
經

營

勞

働

者

を

、
：
.
'
.
へ 

:;

」

-.
.企
業
&
的
達
成
：の
主
要
手
段
と
0
:ズ
の
1

^

$雍
の
增
進
め
た
め.に
、
よ
‘

.
り
適
合
し
た
狀
態
に
お
こ
5
ど
ず
る
->
-
.
!
^
に
&
る
。
し
た
が
づ
セ
勞
務
管
：

:'
.

.
琪
の
.目
的
.は
企
業
目
的.

(

す
"な
ゎ
ち
資
本
主
義
敗
企
業
に
ぉ
ぃ
て
は
企
業 

..

*'
,存
立
：の
故
會
經
濟
的
諸
條
件
と
の
調
整

^

は

か»)
;
:
つ
つ
利
潤
の
增
大
を
は 

か
'5
J

と
に
.ぁ
る)

'.
,
.に
；統

合

さ% -

そ
：れ
故
に
そ
れ
に
規
制
さ
れ
る
け
れ

. 

,
:
:
ど

も

、
へ
そ
れ
自
身
©

議
的
目
的
は
經
營
勞
働
者
を
勞
働
能
率
の
增
進

.に

.-
' 

'

適
合
し
た
狀
態.に
お
くAJ

い

勺

具

體

的

基

を

も

，
つ
ズ
い
る
.
9

で

意

。
.

；

.

.
C
2

)

し
た
.が
：つ
て
勞
務
管
理.の
內
容
は
，
ー
勞
徽
率
に
關
係
す
石
讀
面

■,
■,
 

'

■■
に

お

け

る

漪

者

に

裂

す

る

モ

メ

ン

ト

、
：
す
な
わ
ぢ
：、

S

勝
殊
な
..:
■■

• 

■生
！*

子
土
し
て.の
^

^

カ

"
妗

勞

働

カ

の

擔

い

手

が

人

格

を

'%
つ
勞
働
''
.

,

者
.で
あ
り
-
3が
も
そ
れ
は
孤
立
し.た
存
在
で
は
な
ぐ
經
瞥
社
會
の

1.

員
と 

.:

し
て
.の
み
經
營
勞
働
者.で

あ

る

と

，
い
'

う
ご
と
か5-
生

ず

る
經
營
社
會
的
人.

.'

..間
諸
關
係
フ
お
よ
び
バ
經
營
に
勞
働
者
查
し
て
入
る
の
ば
賃
勞
働
と
し
て 

/

資
本
^

^

さ
れ
る
こ
と
に
よ
ウ
て
の
み
生
ず
る
の
で
あ
ヴ
ご
そ
れ
故
ー
に 

■•
•
寶
本
べ
の
對
立
考
と
し

H

の
：賃
勞
働
者
で.あ
る
こ
.と
、-'
'
の
三
モ
メ.V
.ト
を 

:

_

能
率
增
進
一
に
よ
り
適
合
，せ
.

し
め
：え
る
經
營

g

條
件
に
よ
つ
て
構
成
さ
：

■

,
れ
る
べ
，き
で
.

あ
り
、
ま
た
そ
の'よ
う
な
條
件
か
ら
な
る
.と
き
に
始
め
て
勞 

:
,務
管
瑪
の
內
容
は
富
的
な
も
の
に
な
り
え
る
こ
七
。

■:
'

-

バ
尽
こ
の
会
モ
メ
シ
ト
を
勞
働
能
雍
增
進
に
よ
ヵ
適
合
し
た 

ベ
く
と.は
'
«)
^

^
ぎ

：ぃ
て.は
篇
能
カ
の.よ
り
高
ぃ
質
を
確
保.1
.
、

：..
: 

職
務
と
の
關
：

1

に
お
い
て
そ
れ
を
向
上
せ
し
め
る
こ
と
、
的
こ
の
勞
働
能

;,
:
.
'
:
歡

蕩

め

理
.謫

.:
:

諸

カ
を
長
期
に
亙
つ
て
効
率
的
に
活
動
し
え
を
ょ
ぅ
に
勢
働
カ
を
保
全
す
る 

.、
こ
^
.(-
)
經
營
社
會
に.お
け
^
ー1層
の
人
間̂

3
係

を
.-
«

滑

な

ら

し

'め
る 

.
こ
と
、.晚
美
勸
働
ど1>
文

め
**
メ
ゾ
：ト
と
資
本
と
.の
對
立
關
係
を
緩
和
し 

ノ：

調
整
す
る-
ど
と
-の
^
つ
办
狀
態-の
形
成
を&

的
目
標
と
し
て
お
り
、 

そ
れ
ら
：
の
均
衡
.

の
と
れ
た
達
成
は
統
合
さ
れ
て
ょ
き

.モ
ラ
.丨
ル
の
形
成
と. 

な
々
で
表
れ
る.と
.：と
,0
A 

:',
■■
/

■ニ
..

' '

.
'
:
へ' :
>;

.
'、

^
4
ソ
お
の
四
自
標
を
達
成
す
ベ

:§
■
ぞ

れ

ぞ

れ

め

具

體

的

な

合

目

的

的

組 

.

.
織

：

§

措

置0

そ

_
、
.
そ

れ

ぞ

れ

の

勞

務

管

理

歷

で

あ

り

.、
，
そ
れ
は
次
の 

如
$

も
.の
：
で

本

る

こ

と

。
す
な
：わ
ち

、
.
3

勞
働
能
カ
の
質
に
關
す
る
管
理
. 

.
■■
■'
.と

し
で
、’
.職
業
適
性
が
發
見
採
用
、

.

の
諸
管
理
、.的
赞
觀
カ
保
全̂
關
^
る
管
理
'と(

し
て
、.勞

露

間

、
作
業 

■■
:

場
環
境
.：象

全
‘
衛

生

〉

、
：
榮

養

、
€
 

㈧

經
•

_
營
人
間
諸
關
係
の.管
理
と
し
で
、
經
營
內
社
會
諸
條
件
：

c

經
營
者
.
，管
理 

.
者
の
態
度
、
#
進:-
:
給
爽
な
ど©
:諸
制
度
、n

ミ
ソ
ユ
：1|ゲ
ー
：シ
ョ
ン
の
諸
：

... 

s

n

m

m

m̂

K 

^

'
利
潤
分
配
、
持
槺
制
度
、
.等)

：

の「ig

管
璉
、
㈡
經
營
勞
資
關
係.の
調
整
に.

:

:關
尤
石
管
理
と
し
て
、
.
：：
：團

體

交

涉

制

度

、
ン
勞
^

^

制
度
' 
落
情
處
理
制.

'

へ
度
，
な

ど

が

乇

の

主

：な
.

る
も
の
で
あ
る
。
：.
.
'
:
.
.

,

:

そ
し
て
勞
務
管
理
が
管
雜
と
し
て
合
理
的
な
も
の
に
^
り
ぅ
る
に 

:は
、
ぎ
れ
ら
の
勞
務
管
理
議
度
私
計
畫
的
に
粗
織
し
、

'篇

し

、
：監
査 

.
:す
る
と
ど
が
科
學
的
管
理
原
則
と
し
て
必
要
な
の
で
あ
つ
て
、
こ

'れ
.に
は 

';

勞
1

理
組
織
の
：合
適
餘—

が
：必
耍
で
あ
る
ー
こ
と
，
,
'-
.

■

•

■
堂
が
そ
の
大
要
で
あ
る
が
、

#

務
監
查
0
理
論
は
右
の
ょ
ぅ
：な
勞
務

. 

.

.
: 

•
. 

.
'
三
七/:
:

.
C
H
A
1
X
:
■

.-



ベ

广

三

ー

震

養

嚳

ぶ

^

四

十

八

赛

-'
;
#

管
理
そ
の
，も
の
办
理
論
的
把
遐
を
基
礎

4
し
：て
の
み
、'始
め
.
て
形
成
さ
：

れ
.：

.

. 

う
る
も
の
で
あ
る;0
- 

,

.

.
*:.
:拙
著(「

輟
營
勞
務
管
：理
亂

」

：£

訂
职
^
^

.
，務

管
'5
:
:第
ニ
：章'を
_參
照
さ
.私
た
い
。
丨

,
パ
'
'
'.'
:
：
.

:■

v
.
,
。

,

>
四
：;-
-
'勞
務
監
查
方
法
の
理
論
阶
考
察
：
':
-:
:

;
..•:
■
'

.我

々
は前
節
に
お
い
て
、
‘勞
務
監
査
理
論
化
の
前
提
と
し
て

^
罾
罾
理 

の
具
體
的
目
標
を
理
輸
的
に
見
定
め
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
：次
の
.問
題 

は
、
こ
れ
ら
の
具
體
的
目
標
が
：夫
々
の
勞
務
諸
制
度
に
よ
つ
て
如
俩
な
る

. 

程
度M

達
成
さ
れ
え
た
が.、
つ
ま
り
具
體
的
目
標
の
達
成
度

.の
檢
證
は
、
何
广 

を
真
體
的
指¥
と
し
て
杷
握
す
る
こ
ど
が
で
き
1
.ま
た
そ
れ
を
如
何
：に
し 

て
客
觀
的
數s'
的
に
.測
定
す
る
こ
：と
が
：で
き
る
か
と
い
う
こ
と
に
あ
る

。
：'' 

そ
し
て
と9

監
査
方
法'の
理
論
化-
そ
が
、:'
'塞

.監
査
理
論
本
来
の.問
題
.
. 

'で
あ
る
：.と
い
つ
て
よ
い0
:
.な
お
、
：.勞
務
監
查
に
も
他
の
監
査
'<
7
>場
合
と
同‘ 

■ 

機

に

、

形

式

監

査

と

實

質

監

査

，と

が

あ

る

.

べ
き
で
あ
る.こ
.、と
は
い
う
ま
.で 

.4
な
い
が
、ィ
理
論
的
に
ば
主
と
し
て
實
質
監
査
が
問
題
に

.な

る

と

.
い

え

る 

か
ら
、
以
下
、'
霧
諸
制
度
の
成
果
の
具
體
的
指
標
と
そ
の
客
觀
的
測
定 

の

麗

に

つ

い

て

々

や

に

考

察

し

よ

う

？

■

-、：
 

'V 

*

ァ
メ
リ
ヵ
文
谳.で
は
こ
の̂

題
に
つ
.い
て
述
べ
た
も
の.は
見
當
ら.

. 

な
い
が
、
乳
在
の
我
國
で
實
施
さ
れ
て
い
る
極
め
そ
僅
か
の
勞
務
監
，
， 

查
.の
，事

例(

國
鐵
、
'
東

芝'そ
の
他)

.，
は.、
む
し
ろ.形
式
監
.查

に

と

. 

■ど
ま
つ
て
お
り
、
.國

鐵

の「

勞
務
監
查’規
程」

の
如
き
は
か
、な
ヴ
詳 

.細
に
そ
の.手
續
を
制
定
し
て.い
る
。

\
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■

.
3
勞
働
：能
ヵ
の
質
に
關
す
る
簪
理
の
監
査
忆
つ
い
て
勞
働
能
力
の
質

:
に

關

言

管

理

は

「

旣
述
の
汰
う
に
採
潘
、
：
職
業
敎
育
訓
練
、
麗

の

管
 

.

理

を

内

容

と

す

る

も

の

で

お

る

：が 

>

へ
こ
れ
の
適
否
ば
ん
事
考
課
に
よ
る
個

. 

「

人
^
人
事
記
錄
及
ひ
個
人
別
事
故
統
.計
0-
1檢

評
■r
'

i
'o
,
て
侧
定
す
る
こ
と 

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
^

為
わ
ち
、
：
.從
業
！

1C

の
採
用
配
置
の
管
理
は
各
人 

■:
,
.

の
潜
在
.的
能
力
と
職
務_と
め
よ
り^:
'
度
な
適
合
を
確
保
す
る
こ
.と
に
，あ?>
- 

.
の

で

あ

る

か

ら

、
.
：
.
そ

の

適

畠

0,
如
何
は
主
とし
て
、d 

の
遂
好
度
が
茈
常
或
は
ぞ
れ
以
上
が
い

1>
そ
れ
以
下
で
あ
る
が
ど
う
か
、
.

.
第
一I

に
遂
行
度CD
'
.
一
形
態
：で
は

あ
る

が

.、
•
異

常

缺

勤

或

は

災

害

頻

發

な

ど 

:
の
事
故.が
發
生
し
，て
い
る
か
ど
う
か
、
.
第
三
に
經
營
社
會
に
お
け
る
同
僚 

:

間
及
び
上
司
と
の
人
間
關
保
が
異
常
に
圓
滑
を
缺
く
よ
う
紀
こ
と
は
な
い 

か
ぶ
う
が
、,の
1
1ー
點
に
具
現
す
る
と
考
え
て
聋
支
え
な
.い

。

ま
た
金

業
敎 

:

青
訓
練
管
理
の
：適
杏
は
、

.主
と
し
て
從
業
員
の
職
業
能
力
の
發
展
度
'の
如 

.一
何
に
具
現
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

1
た
が
つ
て
こ
_の
瞥
理
制
度
の
適
否 

:社
、
第
一
に
職
務
遂
行
度
を
中
心
と
す
る
人
事
考
査
に
よ
つ
て
.測
定
把
握 

す
る
こ
と
が
で
き
る
0
.

(

佴
し
と
の
場
合
の
人
事
考
査
制
度
自
體
が
十
分 

合
理
的
な4
の
で
；な
く
て
は
な
ら
な
.
い
.

こ
と
は
言
う
ま
で
も

な

い)

。

そ 

し
て
そ
の
考
査
：の
結
果
當
初
豫
定
さ
れ
て
い
た
遂
行
度
よ
り
も
全
般
的
に 

低
位
に
あ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

.採

用
•
.配
置
に
何e>
-
か

の

缺

陷

が
存

在

す 

る
の
で
あ
り
、

：

こ
こ
に
考
査
の
差
異
分
析
を
行
う
こ

.と
に
よ
つ
て
そ
の
.原 

.因
を
發
見
す
る
と
と
が
で
き
る
の
で
あ
つ
て
、
..個
人
別
人
事
考
課
表
を
も 

と
と
す
る
人
事
統
計
が
資
料
と
な

.
る
わ
け
で
：あ

る

。

.：

'
第
二
の
測
定
尺
度
は
缺
_
率
、'.
-災
害
率
な
ど
の
事
故
率
で
あ
る
。

.缺
a 

率
分
析
に
つ
い
て
は
周
知
の
：ょ
ぅ
に
、
メ
丨
ョ

.丨
敎
揆
がTh

e

 .socia

广 

problems, of 

aw.Industrial 

Civilization 

の
中
で:^
介
し
た 

と
.こ
.ろ
で
あ
り
、
：，觖
勤
の
型
を
分
拆

:1
.個
人
別
分̂

職
場
別
分
布
冷
明
か.:'
- 

に
す
る
こ

■

と 

'に
J:
.
.つ...
て
、
.：7'
ォ
r•
.マ.ン
.と
部
下
と
'の
人
間
關
评
的
不
圓
滑 

さ
を
發
見
す
る%:
:
の
ど
し■.で
い
：
る
：
の
.

で
あ
る
。
確
か
に
缺
勤
率
は
そ
の
型 

や
分
布
•を
分
抓
す
る
こ'と
に
：よ'つ
て
、
そ
れ
の
も
つ
意
味
を
析
出
す
る

.こ
* 

と
_が
，必
耍
で
あ
る
が
、
.'
-
:し

が
.1
>缺
勤
率
の
特
定
個
人
な
い
1.
特
定
職
場
へ 

.の
集
ホ
は
、
フ
：
.ォ
ア
マ
V
と
の
人
間
的
關
係
に
ょ
る
こ
と
%
あ
る
が
、
配 

.置
_の
：不
適50
さ
.に
%;
.と
づ
く
場
合
も.少
々
な
'い

こ

：の
ご.と
.は
、
災
害
率'
, 

に
お
げ
る
頻
發
拽
渚
の
場
合
、
多
く
は
職
務
の
要
求
ホ
る
生
理
的
心
理
的

' 

要
件
と
0'
'
不
適
合
.

(

修
ぇ
ば
、.：扁
平
足
と
立
位
作
業
、
.«:
;
筋
作
業
-̂ 

不
足
な
ど
ゾ
に
歸
因
す
る
ど
さ
れ
で
ゝ
い
&

こ
と
ば
周
知
の
各
こ
ろ
で
あ
つ 

:

て
、
：
缺
勤
頻
發
考
の
場
合
も
こ
れ
と
同
樣
冷
あ

^
と
考
え
ら
れ
る°
た

だ

：
 

■缺
勤
の
場
ム
ロ
は
職
務
と
の
適
性
以
外
に
输
僚
及
び
上
苟
と
の
不
適
應
と
い 

ぅ
馨
心
理
學
的
不
適
性
の
間
韻
が
こ
れ

.に
加
0
'る
ど
見
令
：|
と
が
で
き 

.■る
：バ
例£
'ば
外
陴
的
氣
質
の,4
:
0.
:を
會
|計
事
務
'-
>
檢
査
作
業
等̂
配
置
 ̂

:る
と
、
か
、
^
|
^

型
禮
素
型
の
：
%:
:の
.
ル̂
:|
テ
っ
ィ> 

•
丨̂
ク
；̂
配
*
す
?)
. 

と
か
.し
た
場
合
、-'
--
:
:
そ
れ
が
單
に
職
務
と
不
適
合
で
ぁ
る
計
り

.で

.な
ぐr

そ
. 

(

れ
に
：從

事

し

て

い

劣

同

僚

、
ぺ
：
上
_

な
：
ど
ー
の
荃
般
的
氟
分
と
'も
異
質
的
，，で

岑 

り
、

そ
'の
こ
と
か
ら
缺
勤
が
發
坐
す
る
場
合
が
一
般
で
あ
る

)

。

こ
の
瓧 

:會
办
理
學
的
酯
置
不
適
性
の
：問
題
は
缺
勤
礤
分
柝
を
通
。
て
渺
定

1,
-5
:
る
： 

%
々
で
な
<;
:フ
後
.:0
從
|

^

態

度

サ
一

ヴ

'
エ
：
オ

^:
ょ

0
ズ

ょ
り
：よ
ス
把
握
ノ

-
.
.
:
.
.
.
^
務
歡
査
：

<D
;
M論

：；，.
.

，.
へ
..-

V... 

...... し
，ぅ
る
も
の
と
い
克
よ
.ぅ

。

.

.

.
次
に
職
業
敎
育
訓
練
管
週
の
適
否
の
檢
證
で
あ
る
が

、
.
.こ
れ
は
被
教
育' 

-
訓
練
者
の
觸
業
靡
叻
の
向
上
度
の
測
定
に
ょ
っ
，て
可
能
に
な
る

。
' し
た
が
，

.っ

.て
敎
育
訓
練
自
獻
む.
業
員
の
.職

業

能-*
向

上

の

具

體

的

目

標

を

豫

め 

ノ
標
定
す
る
：
.；ご
と
が.一
必
要
，で.
'あ
っ
て
、
^

#

p
e
r
s
o

 n
n
e
l

 
records..

を
整
備
•し
、

v

單
に
:-
#
人
0,
學
膣
"：
年
齡
、..俸
給
、
職
歷
等
を
記 

:

載
ず
る
ゼ
け
で
な<'
、
：
：職
業
能
カ
例
克
ば
旋
盤
操
作
ー
ー
紙
と
か
材
料
强
弱

. 

\
學
初
級
を
か
職
業
上
要
請
さ
れ
る
知
識
及
び
技
能
に
っ
き
本
人
が
有
す
る 

•能
カ
を
^-
歡
的
に
記
載
す
ふ
ょ,3
に
整
備
す
石
必
要
が
あ
る
、
そ
の
上
に
，
 

.立

.っ
て
敎
育
訓
練
の
結
果
、
.：
具
體
的
に
本
人
に
各
種
職
業
能
力

.の
：增

大

が 

生
じ
た
こ̂:
が
^'
撒
興
は
認
定̂
ょ
つ
ー
て
確
認
ざ
れ
れ
ば
、
'.そ
れ
を
各
人 

.
の

人

事

記

錄

に

追

記

^ -
基

:-
-
と
が
で
き
る
！か
,

へ
被
敎
育
訓
練
者
の
職
業 

ノ
能
—

上
度
は
客
觀
的
に
測
定
.芯
5
る
と
ど
^
な
る
。
か
く
し
て
こ
れ
ら 

の
人
尊
齡
錄̂
統
^
敗
に
集
ぼ
し
分
析
す
る
と
と
に
ょ
っ
て
，
現
行
の
敎 

.，
育
訓
練W ，
理
制
度
自
體
の
効_
を
測
定
す
る
と
，と
が
.で
き
る
。
.
'
'

'-.
.

;

な
お
現
夜
ァ
メ.リ
歲
で
は、
.

T
r
a
i
n
i
n
g

 

c
otn
'
t 

.

.

を
算
定
し
、
訓
練
に 

ょ
っf

達
成
さ
れ.た
職
業
^

R
0-
向
方
を
^'
錢
價
値
に
換
算
し
：て
經
濟
的 

處

芄
£
算
を
行
い
、#

理
の
成
果
を
讓
す
る
方
法
、
：或
ば
同

4
職
種
に
ぃ 

'
:屬
.
を̂
從
業
員̂:
訓
練
:̂
..ル..丨
プ
と1
練
を
.し
^-
い
.統
银
.'ク..ル
1
.フ
と
に_

.
分
け
.て
ハ
そ.の
成
績
.

(

作
業
.者
：で
は.生
產
'高
或
は
セ
ー
ル
ス
マ
ン
.で
：.は
.販

.寳
高)

*;
比
較
し
稿.
&
成
果
及
^

^
る
方
繁
ど
が
行
わ
办.つ
つ
.あ

る
。
 

•

.
 

'
*

 

D
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 Y
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 p
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■出
猙
働
ヵ
保
全
に
關
す
る
簪
理
.の
^
15
に
.つ
い
て
，
'
.■

カ
保
金
管
理

： 

.
の
適
否
：は
、

比

較

的

明
確

'

に
.客
觀
的
に
撖
握
す
る
一
こ
と
が
で

.ぎ
る
。
■

' 

:;
■
わ
ち
？

の
倮
全
驗
の
適
否
は
、
^
ず

產

舉

及

ぴ

災

害

率
 

:

靑
少
年
に
お
げ̂.
體
位
^

^
の
^
低
と
な
つ:x
現
れ
る
.と
見
；で
ょ
い.
 

の

で

あ
る

が

ら
、
：讓

謹

、
v
a
*

及
び
體
位
：に
關
す̂
件
數
：，
度
敷‘

,

.强
度
率
そ.の
他
.の
；
諸

統

計

を

■

間
別
職
場
別
或..は
職
«■
別

個

人

別

，に
..作
成 

.
:
:
分
析
し
、
-̂
:だ
當
靈
營
外
の
同
種
統
計
と
比
較
分
析
す
石

.こ\-
'と
.片

'
 

..
:
て
、
ー
規
符
保
_
理
制
度
の.適
否
ど
：不
適1£
'
な
個
所
及
び
原
因
を
あ
：る
擇
：
 

..
'■'
/度

寵

す

る

ど

^
が
戈-'
#
る
6
:
.
.
尤

も

產

業

震

及

び

淡

害

の

藍

、
に
ば
：、
：
へ 

へ
；
前

述

め

.
ょ

ぅ

に

'@
3
闇
^

不

適
1£
に
1

上
づ<'
塲

合

も

あ

^

が
：ら

、
原

因

分

」

： 

析U

赏
つ
て
は
こ
の
點
を
考
慮
す
る
必
耍
の
あ
る
こ
と
ば
ゆ
ぅ
ま
で
も
な 

.ぃ
。
 

.

.

.

:
.

;
. 

..

.
,

:

众
水
勞
働
；

R

保
全
管
理.の
^

^
，
，安
金
及̂
塞

管

理
^
効
夢
に
マ
い
：

.
て
は
、
：
右

の
ょ

：ぅ
：
に

讓

：
.
：
災

害

：の
.

度
數
：
，
强
度
率
統
計
を
資
料
と
し
：て

'
. 

測
定
す
る
方
法
ど
並
ん
で
-,
'
*謂
ゆ
る
^t

m

久
ド
及
ボ
囊
コ
ネ
ト
の
算 

,
.定
を
行
VV
、
1

及
び
衞
生
管
理
に
要
じ
た
費
用
と
比
酸
す
る

£:
と
匕
#

.
つ
：て
經
濟
價

値

的

に

効
_

を
測
定
し

ょ

ぅ

と

す

る

方

法

.も

、
：
さ

ぎ

の

敎

貧
. 

ー
訓
練
の
場
合
上
同
镦
に
ァ
メ
リ
为
に
お
が
て
發
達

- ^
マ
つ
あ̂

广
最
近
我：
. 

國

に

お

い

て

も

安

全

及

び

塑

に

づ

い

，て
は
へ
コ
：，ス

.ト

計

算

が

漸

く.ー

部

に
.- 

.

_
入

實

施

さ^ :
始
め
て.
：
^

.0

.

.

. 

-
s
.
-
-

* 

c©̂
,)，

i
-s
:
d
. 

p
p
'§
8
-
6
2
o
 ̂
 ̂

W

■ 

野
田
.
森
編
著

「

'#
務
管
理
迸̂

化
の
實
例I
I四 

一
. 

一
一
*.:

」
'

-

.

,
:四
：0

-'
:
.(

三
八
四)

.

(c
)
經
潜
に
お
げ
る
人
間
諸
關
係
に
關
す
る
管
理

(0
:
監
查
に
っ
ぃ
て

,
經
營
に
お
け
る
人
間
諸
關
係
の
管
理
の
適
否
ぞ
合
理
的
に
檢
討
す
る
に
：
 

は
.、；

前

述

の
<3
:
:
-
ぅ
：に

經

營

紙

會

を

構

成

し

.

て
い
る1
一
側
頭(

輝
營
と
從
業 

:

員
、
所
属̂
!
:司
と
-
.一.般
從
業
員
及
び
！

i
：

僚
#

業

員

間̂'
に
お
け
る
人
間
的 

諸

關

係

'の
圓
潜
度
を
如
何
に
し
、
て

客

觀

的

に

測

定

す

べ

き

か

と

い

ぅ

問

題 

-
.支
迪
論
的
に
考
察
ず
る
必
要
參
る
が
、
：

.
1こ
の
間
題
ぽ
勞
馨
理
の
統
合
. 

成
果
と
ホ
て.
の
：
モ
ラ
ー
ル
.
の

高

さ

に

關

係

す

る

か

ら

、
.稍

々

詳

細 

，
に

論

ず:^
こ
：.と
.ゆ
し
^
い
’'°
. 

.:■

.
■

■
' 

■

..

從
來
多
^
©
.讓

馨

學

的

研

究

は

、
'
人

間

的

議

係

の

圓

滑

度

當 

々
な
形
態
をと
つ

■
.て
：現
れ
る
と
.と
を
各
種
の
實
證
的
硏
绳
を
通
じ
て
畠

㈱ 

し
..て
い
る
。.，例
え
.

■
メ

.ョ
ー
‘
^

^

達

は

さ
き

^

指

摘

し

た

よ

ぅ

に

、

一
一
一
金 

••
M

H
場
：に
お
け
る
缺
■
率
汾
祈
に
よ
つ
て
職
長
と
部
下
と
の
人
間
關
係
の 

圓
滑
度
が
缺
勤
率.の
.
：職
場

別
分

布

の
，
相

異

を

生

む

こ

と

を

謹

し

て

お
 

り
、
ま
た
同
じV
W
J
:ョ
！
教
授
達
は.

I
中
の
航
空
機

H

業
に
私
け
る 

蓄
移
動
率
分
析‘に
ど
う
で
バ
職
場
に
お
げ
る
ィ
ン
フ
ォ

I
マ
ル
•
グ
ル 

I
。
フ

の

型

の

相

異

が
移

動

率
に

大

ぎ
な

^•
響

を

與

え

て

い

る

こ

と

を

實

證 

し
，て
い
る
。
：
一.そ

の

他

、
.
經

營

べ

め

議

員

の

離

心

度

と

い

ぅ

形

を

と

づ

た 

.
經
營
と
從
業
員
と
の
間
の
人
間
關
係
は

>
提
案
制
度
の
整
備
し
て
い
る
場
.

,
食
に
は
提
案
件
數0
.月
次
統
^-
比
較
1に
よ
..つ
て
、
.ま
た
職
場
を
中
心
と
す 

る
人
間
關
係
の
圓
猾
度
は
篇
處
理
制
度
の
說
熟
じ
て
い
：る
場
合
に
は
苦 

,
淸
の
提
出
狀
況
に
よ'つ
て
、
、
或

は

經

營

ベ

の

J

般
的
關
心
度
は
從
業
員
向 

出
版
物
：

C
會
社
機
關
認
な
ど>
©■
閱

震

況

の

：調
査
に.よ
っ
て
、
測
定
す 

る
こ
'>
が
■で
き
る
と̂
れ
て
お
り
、
そ
の
他
レ
ク
リ
エ
に
シ
ョ
ン
諸
施
設
.

利
用
や
各
種
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
の
狀
況
等
も
、

.一
般
從
業
員
間
の
人
間
關
.

： 

係
的
圓
滑
度
を
測
定
す
る
間
接
的

.な
一
.方
法
で
あ
る
，と
見
ら
れ
て
い
る
。
：

.

* 

' 

M
e
©

 

(
e
d
o

M.b
i
d

 p. 

1
0
8
S
.

.
確
か
に
.こ
れ
ら
の
諸#
象
は
、
人
間
諸
關
係
の
.何

ら

か

の

侧

面

に

お

_け
;
.
' 

る
圓
滑
度
の
狀
態
を
、
直
接
的
に
瑰
は
間
接
的
に
あ
る
程
度
表
示
し
す
い

.

:■ 

る
も
の
で
お
り
、
.
-L
た
が
つ.て
.よ
り
よ
い
モ.ラ
—
ル
.形
成0

態
度
的
狀
態 

のr

側
面
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
從
來
の
こ
の
種
文
献
に

,
 

は
、
.こ
れ
ら
の
ど
のIg
#
畠
、
例
え
ば
缺
勤
率
と
か
提
案
提
出
狀
況
と
か 

は
夫
々
人
間
諸
關
係
の
如
何
な
る

‘侧
面
を
表
示
し
て
い
る
も
の
.で
あ
り
、 

し
た
が

つ
て
如
何
な
る
諸
指
^
を
組
合
す
こ
と

^
よ
つ
て
人
間
諸
關
係
の
ハ 

全
側
面
を
組
織
的
に
把
握
し
'う
る
か
と
い
う
理
論
的
考
察
が
行
わ
れ
て
い 

な
い
こ
と
が
問
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
.で
あ
る
と
す 

れ
ば
人
間
諸
關
係
の
圓
^

^
の
綜
合
的
測
定
は
如
何
に
し
.て
行
わ
れ
う
る

. 

で
あ
ろ
う
か。
：
. 

' 

，
へ

.
經
營
^

^
面
に
.お
け
る
人.間
諸
關
係
の
圓

I
®
:

の
集
中
的
表
現
は
、
，
こ.

.

れ

を
1
言
で
い
克
ば
！

面

《

對
經
.營
、
：

(

對
上
司
、
對
同
僚>
-
-に

お

け

る
，
_ 

從
業
員
態
度
の
狀
態
に
表
れ
る
と
い
や
て
よ
々
し
た
が

.つ
て
、
$
0 

_ 

.に
亙
つV

組
織
的
に
考
案
さ
れ
實
施
さ
れ
た
從
業
員
態
度
調
査

.I

f
 

-

. 

y
e
e
^
a
t
j
t
i
t
u
d
e
w
u
r
v

o'y

こ
そ
、
圓
滑
度
を
よ
り
客
觀
的
に
測
定
し
：

： 

う

る

合

理

的

な

手

段

：で
.

あ
る
と
い.う
こ
と
が.で
.ぎ
る..
'
0
.す
な
わ
ち
、
從
業 

員
態
度
調
査
は_
1般
從
業
員
が'
經

營

、
：土

司

、
_

僚
に
對
し
て
如
何
な.

る
態
度
め
狀
態
に
あ
る
.か
を
、
：一
夫.々
幾
.つ
か
，の
指
標
的
な
事
項
：に
づ

■い
，て
： 

面
接
或
は
質
問
票
に
よ
つ
：

.て
各
'從
業
氣
に
囘
答
せ
し
め
る
方
法
で
あ
つ 

.
 

i

§

^

.

i 

:
,へ

:そ

、
こ
：れ
：に
は
目
的
に
廳
じ
た
調
査
項
目
の
設
定
の
仕
方
及
び
實
施
の
機 

:<
關•

方
法
欺
は
整
理
集
計'の
仕
方
な
ど
に
よ
っ
て
、
態
度
把
握
の
精
度

•

:

重

點
.
.信
賴
度
等
に
自
ら
相
異
を
生
ず
る
こ
と
は
否
み
難
い
。
し
か
し
、、 

そ
れ
に
も
枸
ら
ず.ぞ
れ
が
從
業
員
態
度
の
現
狀
的
傾
向
の
.數
量
的
把
握
に 

掛
か
し
う
る
も
の
で
あ
る
じ
と
は

'旣
に
ー
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ 

で
あ
る
。:*
た
だ
し
、：
こ
の
場
合
法
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ 

の
調
査
は
あ
く
ま
で
、
ぬ
參
員
に
影
絶
さ
か
か
自
已
の
經
營
社
か
的
態
度 

.

.

. 

6 

i
ii
'
か
か
い
.の

で

あ

.
っ

て

へ
調

査
自
髖
か
ら
は
何
故
に 

か
か
る
態
度
が
形
成
さ
れ
た
か
の
原
因
は
表
示
さ
れ
ず
、
た
だ
問
題
の
直 

.
接
的
個
所
の
發m
、
例
え
ば
經
營
全
般
と
の
鶄
係
は
比
較
的

-1
1
滑
で
あ
る 

が
、
議
上
司
と
の
人
間
關
係
が
圓
滑
で
な

.い
と
か
、
そ
の
.場
令
特
に
上 

'

司
の
不
公
平
な
態
度
に
：不
滿
が
あ
石
と
か
が
表
示
さ
れ
る
の

.み
で
あ
る、。.

し
た
デ
つ
て
我
々
は
從
業
員
態
度
調
査
を
勞
務
監
査
手
段
と
し
て
利
用
す 

',
-
る
に
當
.っ
‘て
は
、.問
題
をJ

步
進
め
て
、
へ
一
定
の
態
度
が
如
何
な
る
原
因 

:

に
よ
つ
て
生
じ
た
か
を
如
何
に
し
て
把
握
し
う
る
か
と
い
う
こ
と
を
'理
論 

的
に
究
明
す
る‘
t

が
必
要
に
な
：る
。_

■.

.

'-•.'

••v

⑵
從
業
員
態
度
調
査
に
關
す
る
監
査
理
論
的
考
察

' 

.

一

(a
)
策
来
の
1
5
の
見
解■と
そ
の
批
判
本
来
、
.從
緊
員
態
度
の
狀
態
を 

:

規
定
す
る.と
#.
え
.

ら
；；

れ

る

要

因

に

っ

い

て

：

は
.ー
九
1ー
0
年
代
か
ら
各
國
で.
 

.
硏
您
が
進
め
ら.れ
て
1>
名
が
、
.1
.が
し
東
だ
必
ず
し
も
定
說
は
な
い
。
最 

■:近
办
我
國
に
：お
い
て
、

な
れ
に
關
す
を
重
要
な
も
の
ど
し
て
は
、
入
間
諸 

,
.
.關
係
を
基
来
的
要
因
と
し
て
意
識
を
說
朋
し

-よ
う
と
ず
る
®

社
會
學
關 

.:■
傲
者
の
：見
解
ど
、
：勞
働
カ
類
型
を
基
本
要
因
と

.し
て
.社

^

*

濟

的

基

礎

構

-

’
..
 

•
.■
'

に

.

四

.
1
':
'
.
'

(

.
一
.
1
|
八
五

〕

.
：



.

::m.:

田
廣
會
雜
誌

.

V
第
四
十
八
卷
：
.
V
第

五

號

：
；
乂

.造
か
ら
藝
に
勞
働
者
意
識
の
狀
態
を
說
明
し
ょ
ぅ
と
す
る

T

部
の
社
會
ヘ 

.
/政
策
學
關
係
者
の
見
解
：と
0.
1
:
1
'
つ
.
が

あ

る

。
へ
ま
た
こ
れ
：以

外

ぼ

賛

金

：を

中

.

.

''
'
.
. 

■

6-
>
す

る

^

^

條

件

が

ょ

.

-0
.直

接

的

..に
意
識
を
.

規
定
す
る
と
な±-
見

解
.%
.

:
, 

:
行
わ
れ
て
い
る
が
、
と
こ
..で
は
右
の
重
要
な

】

一:見
解
.に
：づ

い

て

そ

の

.要

點

''
,'..

含
檢
討
し
よ
う。\

.

.
•
'

,

.
先
ず
第

一
，
の

產

業

社

會

學

的

見

地

に

立

.

つ
見
解
：で
あ
る
が
、
.
こ
れ
は
我.
' 

_

に
：
お

け

る

こ

の

見

解

の

代

表

者

の

，
一
人
セ
あ
^

尾
高
邦
雄
博
士
が
左
の
.ノ 

ょ
ぅ
に.圖
.式
化
し
.て
い
ら
れ
る
か
ら
、..
こ
れ
を.引
用
す
.る
と
次
の..ょ
ぅ
..で
ン

.
あ
る'0
,
:
'•
-

.:

■

'

.
て

.

.
*
,
.
尾
高
邦
雄
敎
授

「

產
業
に
.
.ぉ
け
る
人
間
關
係
の
科
學

」

ニ
六
1
頁

..

.

.

各
從
業
員
の
態
度
な'い
し
行
動(

A)

は
、.各
<
の
感
淸
な'ぃ

し

價

値
.: 

判
斷
.'(

S)

-'
:に
も
と
づ
：く%-
■
の
で
あ
り
、-そ
れ
は
各
個
人
の
性
格
、
能
力
':

'
'四
--(

三
八
六)

：

;

ゼ̂
の
個
人
解'1
1
)
0を
通
じ
で
若
干
の
：變
化
は
受
け
る
が
、
，
各
個
人
の

.

. 

-'
■•前
歴
、.家
庭
事
情
な
、ど
の
.個
人
的
特
殊
事
情PS)

.

.及
び
經
營
に
お
け
る.
 

，
イ

シ

？

ォ
.

丨
'マ
'ル
な
組
織
と
し
て
の
人
間
霞
係

H R)

.：に
よ
つ
て
規
定 

.ざ
水
、
：.：且
つ.產
が
宗
す
よ
う
に
こ
の
規
定
關
係
は
人
間
諸
關
係

a
}

:

が
.よ
り
基
本
的
なi
の
で
.あ
る
と
.
さ

办

て

い

る

。
：

」

な

お

'翻
人
的
諸
事
情
ノ 

■■
:

ps
>

は

經

營

內

で

.は

:'
.
'
イ
ジ
フ
ォ
ー
ー
：
マ
.
ル

な

組

織

と

し

て

ゆ

人

間

諸

關 

.
係

、.'
フ

ォ

ー

マ

ル

な

組

織

F O
V
及
び
技
術
組
織
：：

(

™

か
ら
綜
合
的
に
一 

制
約
さ
れ
、
：
ま
た
經
營
外
の
社
鲁
的
諸
環
境

(

F

.か
ら
も
制
約
さ
れ
る 

と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
と
^:
よ
う
な
見
解
に
：

0.

い
て
.の
.檢
討
で
.あ
る. 

，
が
、.產
業
社
會
學
的
方
法
：は
周
知
の
よ
う
に
主
：と
し
て
社
會
學
殊
に
社
會
：
 

、

、
心

理

學

的

方

法

に

立

脚

^

て
お

り

、意
！！

形

態

そ

の

も

の

の

把

握

に

は

極 

，め
て
.
精
巧
な
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
計
り
で
な
く
、
人
間
の
組
織
に
お
け 

る
イ
ン
ブ
ォ
丨
マ
ル
な
：モ
メ
ン
ト
を
把
え
た
て
と
に
つ
い
て
は

.確
か
に1 

:

つ
"の
重
要
な
賓
献
を
認
め
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
し
か
し
な
が
ら

、
こ
の 

.見
解
が
從
業
負
：の
意
識
を
社
會

意
！！

と
し
て
把
え
な
が
ら
、
.し
か
も
そ
の 

場
合
の
.「

社
會i

の
把
え
方
が
極
め
て
局
限
さ
•
れ
た
經
營
內
の

グ

ル
，
丨
プ 

で
あ
'-
？)
と
.か
、
經
營
外
で
も
家
庭
や
地
域
社
會
程
度
に
と
ど
ま
り
、
こ
れ 

ら
小
社
會
そ
の
：も
の
が
そ
の
中
に
#

立
し
て
い
る
歴
史
的
な
社
會
經
濟
構 

:造
€
の
：關
連
釔
全
く
理
解
し
て
い
な
い
と
と
，は
、

：：

こ
の
方
法
の
致
命
的
缺 

.

.

陷
で
あ
る
と-
い

わ
ざ
る
を
え
.介

い

0

.

'

:
.
'

'ン

雙1

に
：1
部
'1
±
會
政
策
學
關
係
者
の
見
解
に
つ
い
て

.で
あ
る
が
、

こ
れ 

.

に
よ
れ
ば
我
國
の
廣
働
カ
は
日
本
資
本
主
義
の
捧
疫
的
に
規
定
さ
れ 

て
、
農
村
分
解
の
未
熟
性
を
基
底
と
し
た
_
質
を
有
し
て

お

り
、

.

そ
の

_

従業員態度を規定する諸要因の関係図(案）
V. ... . . . .  I *

p s — 前歴•家庭等の他人的諸爭请 
F 0 - 経営内のフt フマル組織 . 

T O - 経営内技術組谥 
E F — 経営外の諸社会環塊.
W P — 労働力類型 

太線は基本的制約間係を示す
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三

：(

三
八
七
1

::
■

來x
j

れ

ら

二

づ(0
見
解
は
.そ
れ
‘自

體

と

し

て

は

金

く

異

.つ
た
方
法
論
に
立 

.
つ
.も

の
で

あ

る

：か
ら
、
單
农
ふ
折
哀
ぱ
許
ざ
れ
な
い

.
の
で
あ
：る.が
、

)

し
か
. 

:
し
こ
れ
ら
ニ
見
解
：ゆ
夫
々
異
な

.る
側
面
を
把
え
で
，い
る
.の
で
あ
る
が
ら
、

.-

そ
の
面
か
ら
これ
、b :

の
結
び
つ
け
も
あ
る
程
度
抒
い

え

ふ
の

で

は
な
'か
が 

ぅ

か

。

そ

こ

で

い

-̂
こ

れ

ら

の

見

解

を

も

.

と
と
し
て
、
未
だ
折
衷
孽
あ 

\

る
こ
と
を
免
れ
なVV
と
は
い
え
、

一
つ
の
試
み
と
し
て

-)
'
從
業
員
態
度
を
，

.果
生
じ
た
專
業
型
、：

i
l

l

助
型
、-'
.獨

立

生

盤

ハ

(

小
遣
稼
型)

、
兼

業

型
.'
• 

の
四
づ
の
原
型
に
從
つ
て
.、
'近
代
的
意
識
ど
前
近
代
的
蒙
識
、

，.都
市
的
ど 

:農
时
敗
、，
"；
急
進
性
、̂
動
拽
、
：
保
守
性
如̂
の
夫
々
の
社#
§
意
識
を
形.
,

_成

じ

、
：
：
：
從

業

員

の

意

識

は

そ

の

1

カ
類
型
の
：如
何
に
し
た
が
つ
て
大
な

_

；

り
小i

な
り
V
Jれ
冬
の
何
れ
か
に
或
は
そ
の
複
合
的
紙
合
せ
に
類
型
化
さ
れ 

，
る

と

す

る

も

；の
.

で
あ
る
？
と
こ•ろ
で
こ
の.見解は#業
員
を
社

#,
經

:■
:■: 

..
'
.濟
的
基
^

^
と
の
關
連
に
漸
い
ヤ
把
立
よ
ぅ
ど

^
て

い

名
.-
と
は
、-'
:
基

';
: 

■.
;本
的
に
は1£
し
い
把
握
ガ
あ
る
と
い
克
る
が
、
：

1>
.か
し
謂
ゆ
る
；
|
般
的
勞
.
.'
'
.
:

,■
劈

類

型

と

現

實

：の
‘

儀
員
態
度
ど
を
、
襲

ぬ

そ

の

ま

ま

結

び

つ

け

备

•

,
こ
と
は
よ
り
響
御
な
諸
條
件
の
中
間
領
を
無
視
し
た
：

.こ
と
.に
处
り
、：ま 

べ
た
勞
働
者
意
識
に
關
す
る
社
會
心
璉
學
的
众
ぃ
し
產
業
社
會
學
的
諸
硏
究
.

(

レ'. 

の
成
果
を
全
ぐ
考
濾
し
て
い
な
い
：ど
い

_わ
ざ
る
を
え
な
い
。
>殊
に
こ
;̂
、
 

解
に
立
.つ
場
合
に
は
、''
.
•原
則
と
し
て
從
業I

識
は
全
く
經
營
外0'
基
礎
-:
:
-
-
'
''
'
: 

心
的
條
件
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
て
了
：う
こ
と
：に
な
る
か
ら
、
：人

W
n

理
亦
從 

:

業
員
藤
度.に
影
響
を
與
ぇ
る
餘
地
は
殆
^
办
く
な
り
、;:
.-そ
:0
役
割
は
た
か
、.
 

だ
か
受
け
身
の
適
_
に
過
ぎ
な
く
な
る
で
あ
ろ

5'
。
し
か
し
現
實
は
決
し

. 

て

そ

ぅ

で

は

々

い

。

':
'

-

:

>

.

•

.

'

>

こ
の
見
解
办
主
流
は
、
.東
京
大
學
祗
會
政
策_
係
の
諸
氏
に
見.ら：：

' .
:れ 

> 
規
在
の
我
國
社
會
政
策
學
關
係
者
に
：多
く
の
影
：響
を
與

.ぇ

.て
：ぃ
''
.

''.る
。
そ
め散
表
福
は
右C)
;
關
你
者
の.執
筆
さ
れ
丧
郵
政
省
人
事
管
理
：

.■-

.■
■.'
•
.部

^
現
業
職
貞
の
賓
態
に
關
す
^
調
查
^
で
ぁ
る:0
;
;
■:
:
,
.'
■;:
■'
■
■V 

；:

ニ
考
て.

こ
：.

の
よ
ぅ
に
見
て
く
る.と
き
は
、

：：

從
來
の(

主
耍
九
ニ
見
解
对
共
に
ゾ
ン 

ぞ
の
ま
ギ
で
は.不
十
分
で
あ
：み
こ
と
は
明
冶
で
ぁ
る
。
し
か
し
な
が
ら
本

*

: 

' 

勞
務
撤
査
の.理

論
：
.

:

'
 

:
:
:
v
'
.



、
：

.'.
- :
H

第

五
.
號

ン
;:
;

、

--
'
.
.:

:規
萣
す
る.諮
要
因
ぬ
關
係
圖

(

案)

1-
-を
描
1>
で
見
れ
ば
右
め
：
よ

者

：あ

る

。
ー
： 

> 

.右
の
關
係
圖
に̂
れ
ば
、,
@
1
<§

—

&
の
.關
银
は
產
業
社
會
學
的
：見
解

： 

:に
よ
る
4-
.
の
：
で

あ

る

が

、

し

か

し

個

人

差

，
：'

1 6)

.：
を
通
：
:1
.
て
重
の
感
情
へ 

「：

な
い
し
顧|

斷
食
規
定_
る
甚
本
的
嚶
因
は
、
產
業
社
會
學
的
見
解
采

' 

は
異
な
.つ
て
む
し

>
0
ぼ

：

籠

事

斷

m
'v
に
：求

め

も

れ

，
.

し
か
も
と
の,'
'

.
■'
.
ps
y:

は
、r

漦
業
響
學
で
規
婼
す
るi

ぅ

な

：
局

限

さ

れ

た

：
響

的

環

' 

境
：®

}
や
^
!
£
:諸

關

係
1?
0
.
:へ•

»
の
み
に
4
;
つ
て
.

規
定
さ
れ
る
と
， 

:

い
ぅ
よ
り
も
、
：：

「

よ
り
基
礎
的
：な
社
會
經
濟
的
霞
料
の
個
人
土
の
結
葡
で
ン 

\

あ
る
^

力
類
型
.
：
^
.
.

)

；.，.
.に
_.よ
：.つ
.
て
基
本
的
^

据

定

：さ
.

^.
る
も
の
と
.見

'て
， 

よ

^

し

か1,
な

が

ち

、

前
述
め
：第

ニ

9

嵬
解
が
よ>
に
：
^

^

:に
@
を
規
矩
寸
る.の
で
は
な
く
て
、
；と
の
：基
本
關
係
を
內

.
^
: 

0.

づ
4
こ 

'れ
は
單
に
潜
在
的
基
礎
的
規
定
關
係
に
と
ど
ま
り
？
規
實
的

.に
，は
：よ

り

具

,'
''. 

體
的
な
諸
要
因
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。

(

す

な

わ

ち
W3
P
3一
は
#

)

.に 

ょ
っ
'て
：よ
り
滇
體
化̂
れ
て
.

(

^
:
.に
具
象
化
さ
れ
、

(
：：そ 

逋
し
で
⑧
を
規
定
す
る
ば
-か
卜
で
な
く
、.⑧
形
成
の
裏
的
規
定
要
因
は 

.經
營
に
.お
.け
る
社
會
的
諸
關
係
及
び
賃
金
額
：を

#
心
と
す
る
勞
働
諸
條
件
. 

&

で
^ ,
る
',
0
そ
.し
て
こ
の
場
食.經
營
に
.：お
け
る
人
間
諸
關
傲
め
あ
、 

り
方
ふ
規
定
す
る
主
要
因
こ
そ
勞
務
管
理
の
：
一

,
環
と
，
し
て
：
の

人

間

關

银

瞥

：
.

試
察
的
假
設
の
要
點.は
槪
ね
葙
の
よ
ぅ
で
ー
あ
る
..

が
、
そ
こ
に.は
.：
^]
>を

. 

基
本
的
要
因
と
し
つ
；つ
も
，
な

お
H R)

：

及

び
W O)

，
の
'^
因
を
直
接
的. 

要
因
と
し
て
比
較
的
强
く
認
め
て
奴

h
、
'r
■
い
わ
ば

】

1ー
元
論
的
樣
相
を
帶
び
，
. 

る
よ
う
で
あ
る
。
し
：か
1
私
見
と
し
そ
は̂

)

以

外

.の
他
の
ニ
要
因
が …

•:

ぐ
.マ

.
' 

'

'

>

.

:
ぐ

“

(
I
)

と
如
何
に
關
係
す
る
か
に
っ
い
て
、
未
だ
必
ず
し
も
明
確
に
し
え 

て
は
い
な̂
が
、.
0か
し
：
；̂
>
:を
基
本
的
要
因
と
す
る
意
味
に
.お
い
：て 

:

單

屬

谬

元

論

で

は

な

く

、
：，
■
こ

め

S'
本
钠
要
因
が
：他
ひ
諸
敷
因
を
肖
 ̂

"し
、.
ま
た
他
の
諸
要
因
は
ど
れ
を
制
約
す
る
相
互
規
定
關
係
と
し
て
理
解 

し
え
る
で
あ
：ろ
ぅ0

'

,

:

:

'

似
從
業
員
態
度
搦
査
め
勞
務
監
査
的
意
義
へ
さ
て
從
業
員
態
度
の
狀
態 

と
そ
れ
を
規
定.す
石
諸
要
因
と,の
關
係
が
右
の
よ
ぅ
：で
.：あ
る
.と
す
れ
铽、
' 

果

し

て
t»
c+
c+
l'c
t
-
&
©

s
u
r
v
e
y

は
如
何.に
-L
.て

人

間

關

係

管

理

.の
適
否 

に
關
す
.る
有
効
な
驗
查
系
段
ど
た
り
ぅ
る
で
あ
ろ
ぅ
か

0 .. 

.

:

.一
:'
■

從
業
員
の
態
度
は
前
述
の
關
係
圖
に
よ
れ
ば
、
塞
本
的
に
は
篇
カ
類 

,
型
を
起
點
と
し
て
ー.連
の
，中
間
項
に
よ
つ
'

て
具
體
化
さ
れ
形
成
さ
れ
る
の
：
 

で
あ
る
が
、*1
>.か
し
こ
の
基
本
的
關
係
は
基
礎
的
潜
在
的
な
要
因
で
あ
る 

に
と
ど
ま
り
、
最
も^-
接
的
||
實
的
な
規1

因
は
主
と
し
：；て1

條
件 

及
び
經
營
に.お

け

る

人

間

諸

關

係

の

狀

態

で

あ

っ

た

。
，
し
た
が
っ
て
_

胄 

サ

I
ヴ

土

ィ

の

結

果

か

ら

.人

間

諸

關

係

の

圍

滑

度

を

逆

に

折

出

し

よ

ぅ

と 

:

す
る
ヒ
は
、
被
調
査
從
業
員

：

の
.罵
す
る
幾
っ
：か
の
®

力
類
型
を
析
出 

し
、
且
っ.勞
働
條
件
に
づ
い
て
一
.定
の
考
慮
を
拂
っ
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ 

'
の
勞
働
カ
類
型
に
：馬
す
る
從
業
員

.に
つ
い
て
さ
き.に
サ
I
ヴ
エ
.ィ
に
よ
つ 

て

把

握

さ

れ

る

諸

態

度

：と
、
.
.
各

類

型

か

ら

想

定

さ

れ

る

從

業

員

の

社

會

意 

i
と
を
較
量
す
れ
ば
、
そ
の
偏
差
は
理
論
的

.に
は
人
間
關
係
管
理
の
制
約

： 

に
：よ

る
-%
0
で
あ
る-2
1

.推
{
す̂
る
'こ
と
が
で
き_る
0

す
な
わ
ち
、
•.逆
に
い 

え
：は
各
勞
働
力
類
型
か
ら
想
定
さ
れ
る
社
會
意
識
の
あ
り
方
は
、
.經
營
に 

.と
つ
て
必
ず
し
も
好
ま
し
い
も
の
で
.は
な
い
場
合
が
少
く
な
い
の
で
あ
る

が
、(

例
え
ば
農
村
的
家
計
補
助
型
の
女
子
观
業
員
の
場
合
は
、

一
般
的 

に
は
社
會
意
識
は
非
合
理
主
義
的
且
っ
保
守
的
で
あ
る
と
一
想
定
さ
れ

、
.經.
.

： 

營
に
お
け
る
生
產
性
增
大
の
立
場
か
ら
は

好

ま

し

く

な

い

。

y

し
か
し
こ 

れ
は
火
間
關
係
の
諸
管
理
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
の
修
芷
が
可
能
で
あ
る
か

- 

ら
、.
.
現

實

の

サ

ー

ゲ

H

イ
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
，た
態
度
の
狀
態
は
、
こ
の 

よ
う
な
修
正̂
へ
.た
も
の
で
本
る
と
い.っ
て
よ
い
。

し

'た
が
っ
て
現
實
の 

態
度
を
サ
ー
グ
エ
イ
に
.よ
つ
.て
把
握
し
、
：
.且
つ
.勞
働
カ
類
型
か
ら
想
定
さ
. 

.
れ
る
社
會
、
意

識

と

現

實

の

-4
の
_と
.を
比
較
す
れ
ば'
.
.そ

-
か
ら
當.識
.を

辑
.

:

定
す

る
一
要
因
であ
る
人
間
關
係
が
意
識
に
影
響
を
與
え
た
程
度
を
推
定 

す

る

こ

と

が

で

き

、

こ

の

ど

ど

が

ら

人

間

關

係

會

理

の

適

否

が

測

定

さ

れ

：：，
 

.
う
る
こ
と
に
な
'?
>
と
見
ら
れ
よ
5

0

- 

: 

. 

■

::
. 

'

⑶

勞

務

管

理

制

度

の

粽

合

的

監

査

に

ク

い
' ^

'

-

'
:

以
上
で
勞
務
監
査
の
各
部
面
：に
關
す
る

'理
論
.的
考
察
を
一
應
終
：
.っ
，た
め.
.■ 

で
あ
る
が
、.最
後
.に
勞
務
管
理
淛
度
の
線
免
的
監
查
陬
題
に
っ
い

P

考
察 

し V
、

お
く
必
要
が
あ
ろ
う0

：.

.;
-:
;
'-
■
.■
:
.

. '

旣
に
明
か.に
し
把
よ
う
に
、
：.勞
務
管
理
制
度
は
諸
種
め
管
理
制
度
が
ら

'
. 

ー
構
成
さ
れ
て
い
る
綜
合
的
制
度
で
あ
る
か
ら
、

.-
*
綜
合
的
監
査
と.し
て
は
先
ぐ
。，
 

’ず
そ
れ
が
適
切
に
均
衡
の
と
.れ
た
も
の
と
し
てft
系
，的
に
整
備
さ
れ
て
い
，
 

る
か
否
か
が
檢
討
さ
れ
な
X
て
は
な
ら
な
い。•

こ
”
ft
^
的
整
■

況
f

の
'一.：般
的
_

段
と
：し
て
：
は
：、
當

然

耀

比

V 

較
法
に
よ
る
べ
き
で
あ
つ
て
、
さ
き
の
第
二
節
で
掲
げ
た
よ
う
に
、
ア
メ 

リ
力
.に
..お
い
，
て
も̂

的
リ
ス
ト
ど
自
社.の
.■現

狀
と
の.チ
土
.ッ
..ク
に
，よ

る

..， 

チH

ッ
ク
•
リ
ス
ト
制
度
を
採
用
じ
て
い
名
。

.た
だ
問
題
は
、
こ
の
場
合 

:
-'
:
'夢
務
歡
鸯
の
瑰
論:'
-
'.
:
'
-
¥

.の

標

準

的

チ

二

ッ

ク
リ
ネ
ト
は
如
何
な
る
項
目
か
ら
如
何
に
構
成
す
べ
き 

■:
か
と
い
ぅ
こ.と
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
.

て
は
第
三
節
に
お
い
て
旣
に
解 

明
し
た
と
こ.ろ
で
あ
る
。
¥

一

 
に
は
踪
合
的
制
度
と
し
て
の
勞
務
管
理
の 

\

，.綜
合
的
成
果
の
測
定
で
あ
る
が
、
し
か
し
勞
務
管
理
の
綜
合
的
®
^
は
第 

■ 

.三
節
で
明
か
に.し
，た
よ
ぅ
に
、；
勞
働
能
率
の
大
さ
を
構
成
す
る
一
要
因
で 

あ
る
作
業
力
か
大
さ
な
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
技
術
的
條
件
を
.
一
定
と 

し
て
の
み
想
定
し
え
る
槪
念
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
勞
働
能
率
の
大
さ
飞
、

:

終
局
面
に
は.企
業
の
收
益
性¥

の

關

係^'
お
い
て
の
.
み
※
ま
さ
れ
る「

經 

:

齋
的
大
き
さ

j

に
.齓
ぎ
な
い®
.で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
'
抽
象
論
と
し
て 

.は
企
業
.に
お
け
る
勞
務
管
理
の
綜
合
成
果
は
、
，技
術
的
條
件
を
同
一
と
し 

.:
た
場
令
に
お
け
る
、
勞
務
の
總
：コ
ス
ト

(

總
勞
務
費+

勞
務
管
理
費

)

と 

'

勞
働
附
前
價
値
と
の
差
額
の
大
さ

.に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

,

し
か
し
な
が
ら
.現
實
に
お
い
て
は
技
術
的
條
件
：

(

そ
め
中
に
は
直
接
技 

一
術
條
件
は
も
，ち
ろ
ん
、

.作
業
M*
.制
：な
ど
に
よ
る
原
材
料
の
質
量
的
整
備
狀 

況
；も
：含.ま
れ
、る

)

，
を

，
一定
と
.
し

て
こ
れ
を.捨
象
す
る
こ
と
は
極
め
.て
困
難
. 

で
あ
る
か
ら
、.：こ
.こ
に
^
罾
罾
理
の
綜
合
的
成
果
は
や
は
り
勞
務
管
理
を 

構
成
す
る
基
本
的
部
面
.の
個
々
の
：
f

測
定
.の
綜
合
に
お
き
か
え
ら
れ
ざ 

.
る

を

え

欢

く

な

る

。

し

た

が

：
っ
：
て
前
述
：の

諸

指

標

の

達

成

度

の

綜

合

化

、

り
；
例
ば̂

各

疆

へ
..の
ゥ
十
イ
ト
と
勡
數
化
に
よ
る
集
計
の
如
き
も
一
方
法
：
 

■.
'
.
,
と
し
-て
艰
:̂
上
^;
ら
れ
る
.で
あ
ろ
デ.0
.
し

か

し

各

指

標

：の
：ゥ
ラ
ィ
ト
に
は 

.ー
：般
に
客
觀
的
拫
據
仗
な
く
、

「

單
な
名
.祐
會
的
妥
當
性
に
過
ぎ
：な
い
.の
.で 

一、
あ
ぞ
か
ら
、
："綜
合
成
果
の
測
淀
に
は
達
ら
理
論
的
に
は
限
界
が
あ
る
と
い 

.

.
_わ
ざ
る
を̂:
:
な
い
の
：，で
：あ

っ

て

、
>
理
論
化
に
赏
っ
へ
て
.は

こ

の

點

が

畫

の

ぐ
'
;
;

.

ー
四
..五

.
へ

-Q
'
t
八
.
九

)
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一
田
學
會
雜
認
：
第
四
十
八
卷
.
'第
五
號
''
,

,

-

.

.

.

.

. 

. 

.

.

.

.

.課
題
と
し
て.殘

る

で

お

：ろ
.ぅ

。
'

:■

.*

.
:勞
務
管
理
の
綜
合
的
目
標
を
モ
.ラ/丨
.ル
の
向
上
に
ぉ

く

勞
務
管
連 

.
論
の
立
場
か
ら
は
、
線
^-
成
果
ば
.モ
..ラ

I

ル
測
定
に
よ
.つ 

'

て
：可
能
に 

.

.な
る
わ
け
で̂
る
。

」

し
か
し
勞
務
管
理
め
線
合
的
目
標
が
モ
；

1

フ
ー
ル 

■

旬
上
の
み.に
歸
：一
で
ぎ
る
が
ど
う
か
は
問
題
で
あ
ろ
う
。
•
.
.
'
一

 

-

.

:

:

資

.

料

- 

V
 

. 

. 

. 

- 

.

I
.
.
.
.
' 

. 

. 

- 

. 

• 

. 

•

-

.

.
 

.

‘ 

く
-
.い'
,'
.
. 

. 

.

. 

. 

V
.

 

- 

:

.

-

■

'

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

• 

■

• • 
• 

. 

• 

••

.
 

■:
:
:は 
V
-.
'
し

：
が

き

:

;'
內
部
監
査
は
、
：
現

囊

も'發
達
し
て
い
る
.と
い
ぅ
ァ
ン
リ
ヵ
に
お
い 

て
も
と
の
制
度
は
き
わ
め
て
新
し
く
、

「

現
在
學
者
と
實
激
家
の
濶
に
活
潑

. 

な
硏
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
：我
國

.で
は
戰
時
中
こ
か
制
度
を
導
入
し
ょ

： 

ぅ
と
„す
る
動

き

が.^
.干
認
め
:̂
.れ
.た
が
、
十
分
な
普
及
を
見
ず
に
終
り

、
：
.
.
. 

—

に
至
つ
：て
急
遠
に
そ
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ

、
' こ
れ
に
對
す
る
硏:'
-
: 

究
も
活
撥
に
な
っ
た
。
.從
つ
ズ
そ
の
發
達
ば

4*
■
に
期
待
さ
れ
る
の.で
ぁ 

.

.ろ
-ぅ
。
.本
稿
ば
-:
の
內
部
監
査
の•機
能
を
理
酹
す
'る
に
先
立
っ
て
問
題
と 

.な
る
經
*

^
理
と
朽
部
統
制
と
の
關
係
、
，

'知
ょ
び
內
部
監
耷
の
體
系
に
'つ
.：
 

い
て
考
察
し
だ
。.前
者
.に
つ
い
て
は
、
馨
廣
く
讀
ま
れ
て
い
る
古
川
榮

..

一
敎
授.の
所
說
、
ー
及
び
實
務
の
指
針
と
な
冷
て
い
石
產
擊
理
化
霊
會
ン 

ン
か
ら
發
表
さ
れ
た
意
見
に
對
す
る
筆
者
の
疑
問
を
提
し
た
に

it
ま
る
。
.：：.
後 

:

者
に
つ
い
て
は
同
じ
く
古
^

^
授
の
見
解
、..右
の
審
議
會
の
意
見
及
♦ひ

I T, 

'
メ
リ
力
內
部
盤
查
人f

の
聲
明
書
に
窺
わ
れ
る
^.
査
髖
滿
l
檢
討
し
、

-

ー
內
部
監
查
論
覺̂-
書

..
:

:

'

.
:■
、

•

•
'
:

;

:
:—*
臈
.の
私
案
を
提
し
て
み
た
。

.
い
ず
れ
も
筆
者
の
ヾ
こ
の
硏
究
へ
の
覺
ぇ
書

.

.

^

で
あ
る
。
：

(

古
川
敎
揆0
所

說

：は

す

べ

，そ

規

代

內

部

監

整

.
昭

和
1
1十

九

年

：

±
B:
#:
狄
r±
fF
y
:
.

」

.か
^
引
用
.レ
.た
..も
の
' 

tあ
る)

.

.

.
•

v
:
':.
-

.-
:

古

川

敎

狡

界

ょ

る

ぢ

内

歡

監

查

と

は

^

內
部
統
制
組
織
の
ニ
ぺ
要
素
で
ノ 

.:あ
つ
へ
て
1 

Cl1

四
.頁)

、.

『

直
接
.的
^
部
統
制
方
法.を
.さ
ら
に.統
制
し
f

と
.
. 

す
る
1
1重
の
«'
瞥
|目
理
方
辑
で
あ
り1(

ー
ー0
頁
> f

塵

的

經

營

管

理

に.
. 

對
じ
て
ぞ
の
効
果
を
批
判
じ
、
と

..れ
を
促
進
す
る
た
^
の
間
接
的
經
營
管

. 

.
理
の
方
法
で
あ
る

』

'2
.三
、T—

-.
五
、
：
一
一
七
'

頁)

と
ざ
れ
て.い
る
。

.

こ
と
セ
言
わ
れ
る..

r

經
營
管
理」

と
は
敎
授
に
■ょ
る
と
次
の
如
ぐ
定
義

. 

さ
れ
て
一
い
る
"

『

經
營
管
理
ぱ•、
也
業
に
お
け
る
經
醫
活
動
の
■能
率
的
實
施 

.
に
關
連
じ
て
要
求̂:
れ
る
も
の
，で
あ
る
。
^

れ
は
經
營
活
動
の
た
め
の
執
： 

:
:行
機
能
克
は
な
い
が"
％
の
ょ
ぅ
な
經
瞥
活
動
の
實
施
を
合
理
的
な
ら
し
，
 

.:め
る
た
め.に
な
：さ
れ
る
許
寬
樹
立
と
、
：そ
の
，實
施
上
の
調
整
な
ら
び
に
そ 

の

繁
の
測
定

y

監
督
を
行5
統
制
機
能
で
あ
る

』
(

ニ
七
頁)

'
,

そ
し
て
こ.の
意
味b.

經
營
管
理
は
直
接
的
經
營
管
理
と
間
接
的
經
營
管 

:

理
•と
か
ら
成
り
、.前
者
の
直
接
的
經
營
管
理
と
は
豫
算
統
制
、

i

原
價 

.計
算
、：..お
よ
び
さ
ら
に
決
算
會
計
制
度
、

‘實
隙
原
價
計
算
そ
の
他
の
方
法
'

'■
.で
あ
り
，、
と
れ
を
以
て
直
接
的
れ
部
統
制
穷
法
と
も
呼
ば
れ
る
。

(

ニ
〇
寅〕

，
 

,.こ
の
«
接
的
經
營
管
现
卽
ち
直
接
的
內
部
統
制
方
法
を
批
判
の
對
象
と

.

'
し
、
こ
れ
を
さ
ら
ー
に
統
制
し
ょ
ぅ
と
.す
る
內
部
監
査
が
間
接
的
經
營
管
理

.

:

で
あ
る
、'と
ぎ
れ
て
い
る
。.

0
1
0
、

T

S
頁)

'

.

四

七
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